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1 月の木材価格・需給動向 

  

１．国産材(北関東) 

栃木県では原木生産は順調、入荷量は例年並み。2022 年の県森連原木取扱

量は 20.1 万ｍ3と過去最高を記録した。スギ 3ｍ柱材は 18,000 円/㎥前後、4

ｍ中目材も 18,000 円前後で強保合。ヒノキの 3ｍ柱材、4ｍ土台材は横ばいで

19,000 円～20,000 円、4ｍ中目材は 25,000 円～26,000 円を維持。 

群馬県では降雪も少なく、原木入荷は順調に回復。年末年始の荷動きは悪

い、製品の引き合いは首都圏、地場ともに少なく、公共事業の受注のみ順調。

スギ柱、平角、母屋、桁の引き合いは減少傾向だが、土木用材の受注が回復

傾向。製品在庫は増加、GR 材の貫がだぶついている。製品価格は全体的に現

状維持で推移。 

 

２．米材 

米国内の製材品価格は 11 月以降一本調子の下落となった。金利上昇に伴う

住宅需要の減退が顕著である。市場関係者は慎重な姿勢を強めている。原木

価格も製品価格の動きに連動して調整中。米国では冬場の天候に移行したが、

伐採に影響は出ておらず、港頭在庫も平年並み。一方カナダ側では例年に比

べ降雪が早く、昨年は早々と伐採を手仕舞いするサプライヤーが多く、元々

少ない在庫が更に減少。米マツ IS 級並の 1月積み対日輸出価格は日本の製材

最大手の強い値下げ要請があり、前月比$50 下げの$1,100/千 SCR で妥結した

模様。産地 SPF 製材工場は減産を継続。一部では一時的なレイオフも見られ

る。日本向け DF/HEM の大手工場も 3月までシャットダウン。ランダムレング

ス紙発表の 15 種平均価格(1/12)は$373/M、12 月頭に比べ 13.8％の下落。 

11 月原木入荷は 125 千㎥と 2022 年で最低、1～11 月累計は 2.051 千㎥(前

年同期比 3.9％減）。出荷は 148 千㎥で低調、1～11 月累計は 2,107 千㎥で前

年同期比 2.3％減。在庫は減少し 157 千㎥となり、在庫率は 0.86 ヵ月で 1 ヵ

月を下回った状態が続く。製品の荷動きも緩慢で国内製材各社は減産傾向に

ある。東京木材埠頭の 12 月製品入荷は 8 千㎥(前月比 33.3％減)、出荷は 15

千㎥(同 24.8％減)、在庫は 32 千㎥(同 17.0％減)。正角は欧州材下落もあり、

動きは悪い。割物も以前のような引き合いは少ない。12 月下旬に国内製材最

大手は欧州集成材の値下がりに対抗して米マツ製品（正角/平角）の価格調整

を行った。 



 

３．南洋材 

 サラワク州では本格的な雨期に入り、休暇シーズンが重なり出材、在庫と

も大きく減少し、原木価格は反発。前月比$10～$20 の上昇、1 月に伐採が回

復しない場合は更に$10～$20 アップの可能性もある。PNG、ソロモンでは 1

月からの輸出材価格が引き上げられるが、大きな動揺はない模様。中国バイ

ヤーが政府のコロナ政策の変更により需要増加を見込み、買い姿勢を強めて

おり、価格の急反発が予想される。サバ州では 1 月に日本向け配船の予定が

ある。1月予想の原木入荷は 0千㎥、出荷は 2千㎥、在庫 9千㎥。製材品入荷

は 29 千㎥。 

 

４．北洋材 

 産地では冬伐り原木の入荷が始まったが、特に中国をはじめ日本市場の不

振により製材工場の稼働は低迷している。円安是正により日本側は買いやす

くなったが、不足品目の補充買い程度で積極的な交渉には至っていない。ア

カマツ原板は日本側の在庫、契約残はあるが、徐々に交渉が始まり新規仕入

に動きつつある。現地挽き完成品は野縁 3ｍなど一部の良材製品に不足感があ

るが、4ｍの在庫が潤沢で本格交渉には至っていない。国内製材工場では DIY/

一般ルートとも引き合いは低調で生産調整を行っている。11 月の製品入荷(東

京＋川崎)は11千㎥と10月に比べ増加。この入荷水準が暫く継続する見込み。

出荷は 13 千㎥で前月同様に低水準。在庫は 59 千㎥と減っているが、需要に

迫力が乏しく不足感には至っていない。このまま春先まで在庫の減少が続く

ものと予想される。    

 

５．合板 

合板メーカーでは生産調整の中、国産原木の受入制限を実施しているが、

仕入価格は下げていない。合板価格の値崩れにつながる弱材料を排除したい

ものと見られる。原料は国産材にシフトしてきたが、ロシア単板の代替とし

て米マツを求める声は強く、歩留まりを考慮すれば、単板でのニーズが強ま

っている。 

11 月の国内合板生産量は 22.6 万㎥、うち針葉樹合板は 22.1 万㎥、出荷量

は 21.9 万㎥で在庫量は 17.4 万㎥、うち構造用合板の在庫は 14.1 万㎥と前月

より大幅に増加し、2020 年 8 月以来の高水準(在庫率 0.7 ヵ月）。針葉樹合板

の引き合いは 12 月も回復しない。プレカット工場向けの荷動きは比較的堅調

であるが、ルートが鈍く盛り上がりに欠ける展開となっている。針葉樹価格

は保合推移である。輸入合板の市況は産地の雨期により引き締まるタイミン



グではあるが、サプライヤーから強気の発言は聞かれない。11 月の合板輸入

量は 17.5 万㎥(前月比 2.1 万㎥減)で、マレーシア以外の主要国からは微増し

ているが、中国産がピーク時より大幅に減少し、針葉樹合板は 2,747 ㎥（12mm

換算 13.5 万枚）。インドネシアでは各国からの引き合いが少なく市場は閑散

としており、合板メーカー各社は減産措置を継続している。マレーシアでも

各国からの引き合いは大幅に減少しており、原木生産量は微減ながら原料逼

迫の声は聞こえなくなっている。 

 

６．構造用集成材 

 ラミナは昨年第 3・四半期契約分が入港している。第 4・四半期契約分も今

後入港するが、いずれも契約量は例年に比べ大幅に少ない。第 4・四半期契約

は㎥当たり€300 前後で毎期€100 ほどの値下がりである。今年第 1・四半期契

約は€280 程度。昨年 12 月の入港価格は 75,000 円/㎥、価格が安定するのは今

年 1 月以降となる。輸入集成材の 12 月の国内流通価格は 100,000～105,000

円/㎥。プレカット工場の在庫過多には改善が見受けられ、集成材メーカーの

受注量は若干上昇したものの、大きな受注回復には至っていない。 

 

7．木材チップ(東海) 

  チップ原木は製紙・バイオマス用とも引き合いは強く、慢性的に原木の不足

感が強い。解体材は発生、入荷ともに良くない。今後の集荷に各社警戒感が非

常に強い。製紙用の使用量は年末年始に大手製紙会社の定期修理により若干の

一服感が見られたが、国産チップ（LC/NC）の増集荷基調は継続している。燃

料用は冬場で使用量が増加しており、集荷への警戒感が強い。製紙・燃料用と

も在庫の積み増しは例年以上に厳しい。 

 

８．市売問屋 

  国産材、外材の構造材ともにリードする品目がなく荷動きは悪い。スギ、

ヒノキ造作材も荷動きが悪くなっており、価格も下がりそうな気配である。

外材造作材は円安のため安く売れず、材は溜まる一方である。材木店の仕事

が少ないため当用買いの域を出ない。ロシア材も不足感が無い。 

 

９．小売 

  住宅資材の荷動きに活気がない。コスト高で売れ行きが伸びず、業者の体

力が削られている。流通在庫の調整は進んできたが、荷もたれ感は残ってい

る。国産材製品はウッドショック前の価格水準に近づきつつある。ヒノキの

柱、土台は値下がりしたが、スギ製品は原木価格の高止まりから保合。外材

製品は荷もたれ感が解消せず越年した。WW 集成柱価格の弱含みは継続、RW 集

成平角も先物や競合材の価格に連動して値下がりの見通し。首都圏では米材

役物製品の価格が続伸しており、枠材にスギ、ヒノキの代替需要が起きてい

る。 
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1. 主要外材入出荷在庫量
入荷量 出荷量 在庫量

米  材 丸　太 → → →
製材品 → → →

北洋材 丸  太 輸出禁止 * *
製材品 ↘ → ↘ ↑　 急増・急上昇

南洋材 丸  太 ↘ ↘ → ↗　　増加・上昇

製材品 → →   横ばい

注）北洋製材品は東京・川崎 ↘    減少・低下

2. 合板供給量 ↓   急減・急落

計 インドネシア マレイシア
↘ ↘ ↘ ↗

3. 価格動向
樹材種 形  状 取引条件 動向

国産材 丸  太 卸売価格 →
（北関東、県内産 →

市場土場渡し） →
→

製材品 首都圏・市売り ↘ 
（関東近県産 価格 ↘ 
板は東北産） ↘ 

→
スギタルキ3.0×4.0×3.65m →

↘ 
↘ 
↘ 

米  材 丸  太 産地価格 ↘ 
国内卸売価格
(京浜・ｵﾝﾄﾗ) ↘ 

製材品 東京・問屋店頭 ↘ 
(カナダ産・ 渡し価格 ↘ 

現地挽き） ↘ 
（国内挽き） ↘ 

南洋材 丸  太 産地価格 →
東京・水面筏 →
渡し価格 →

製材品 産地価格 ↗
東京・問屋店頭 ↗
渡し価格

北洋材 製材品 国内卸売価格 ↘ 
(京浜・ｵﾝﾄﾗ) ↘ 

欧州材 製材品 東京・問屋店頭 ↘ 
(現地挽き) 渡し価格 ↘ 

集成材 国  産 東京・問屋店頭 ↘ 
渡し価格 ↘ 

欧州産 〃 ↘ 
合  板 国  産 東京・問屋店頭 →

渡し価格 →
↗
→

参考資料

矢印の表示は今月に
対する翌月の動向
を、下記の様に示し
たものである。

国内
製造量

輸    入    量

樹種・寸法等
スギ柱材 (3m) 2等
スギ中丸太 (3.65m) 2等
ヒノキ柱材 (3m) 2等
ヒノキ中丸太 (4m) 2等
スギ柱角（KD） 10.5×10.5×3m 特等
スギ柱角（KD） 12.0×12.0×3m 特等
スギ間柱（KD） 10.5×3.0×3m 特等
スギ加工板 1.3×18.0×3.65m 特等

ヒノキ柱角(KD) 12.0×12.0×3m 特等
ヒノキ土台角 12.0×12.0×4m 特等
米マツ ISタイプ

ヒノキ柱角(KD) 10.5×10.5×3m 特等

米マツ ISタイプ コースト
米ツガ桁角(KD) Std&Btr S4S 10.5×10.5×4m

ＳＰＦ　２×４　J-Grade　R/L
米ヒバ土台角(GR) Std&Btr 4・13/16'' 13'

米マツ平角(KD) 特等 10.5×24.0×4m

メランティ レギュラー
メランティ レギュラー 60cm上、4m上 製材用
メランティ レギュラー 60cm上、4m上 合板用
ホワイトセラヤ　平割 （サバ州産）
　同上2.4cm×込み×4m 定尺1等

アカマツ（KD）30×40上級
アカマツ (KD）16×40上級

タイプ2  F☆☆☆☆  4.0mm厚 3×6
型枠  12.0mm厚 3×6
針葉樹構造用  12.0mm 3×6 F☆☆☆☆

ﾎﾜｲﾄｳｯﾄﾞ 間柱 3.0×10.5×3m S4S FOHC
ﾎﾜｲﾄｳｯﾄﾞ ﾗﾐﾅ 2.4×11.0×3m上 ラフ乱尺
ﾎﾜｲﾄｳｯﾄﾞ 無化粧 JAS 5ﾌﾟﾗｲ

　　10.5×10.5×2.98m
タイプ2  F☆☆☆☆ 2.3mm厚 3×6

スギ　無化粧 JAS 5ﾌﾟﾗｲ
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